
第５学年 総合的な学習の時間学習指導案  

日 時  令和７年１０月８日（水）公開授業Ⅰ 

児 童  ２２名  

指導者  三 浦 達 美 

１ 単元について 

 （１）単元名   「ムラサキ（紫根染）と平舘のつながりについて調べ、伝えよう」  

 （２）教科等横断的単元構想図【総合的な学習の時間＋社会科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈児童の実態と教科横断するよさ〉 

生活科や総合的な学習の時間で平舘地域について理解を深めてきており、地域の特色や文化について学んだことは知

識としてあるが、それらを守ろうと取り組んでいる人々がいることやそれに自分から進んでかかわろうとする意識は高

くない。「問題解決力」と「他者に対する受容・共感・敬意」を育成するために、総合的な学習の時間と社会科をつなぐ。 

〈社会科〉 

自然条件から見て人々が、環境に適応して生活していることを捉え、工夫や課題を克服

する努力をしていることについて分かったことを自分の視点でリーフレットにまとめる。 

〈総合的な学習の時間〉 

調べ学習や「紫根染」体験を通して、ムラサキの希少性や紫根染には手間がかかること、平舘高校の

生徒達の努力について感じ取り、地域の文化への誇りや人々への感謝の念をもつ。 

〈総合的な学習の時間〉 

「ムラサキ」（紫根染）について調べたり、体験したりしたことを発信するために、自然条件や人、文化などの視点で、自分

が伝えたいこと、思ったこと、感じたことを、誰に伝えたいのかを意識させて、リーフレットやパワーポイントにまとめる。 

〈総合的な学習の時間〉 

「紫根染コサージュ」から、平舘と「ムラサキ」（紫根染）のつながり（関係）を自然

条件や人々の思いなどの視点で予想し、学習計画を立てて調べる。 

〇自己（人間）の生き方にかかわる目指す児童の姿（育みたい資質・能力が表れた姿） 
〈総合的な学習の時間〉 

「ムラサキ」（紫根染）について、高校生を中心とした地域の方との関わりを通して調べることで、地

域の環境や文化を大切に守る人々の思いや努力に気付き、平舘地域に対する誇りと愛着を高め、ムラサ

キ（紫根染）を地域に広げたり残したりするために自分ができることを考え行動しようとする児童。 

「平舘にあった『ムラサキ』で、紫根染をしてい

る。「ムラサキ」は、希少なものだと初めて知っ

た。無くしたくないな。もっと知りたいな。」 

「こんなにすごい『ムラサキ』や紫根染の
ことを、みんなにも知らせたいな。」「去年
の 5 年生はパワーポイントでまとめていた
な。」 

「自然条件に合わせた産業を進めたり、暮らしの

工夫をしたりしているんだな。」 

「自然条件の特色」と「人々のくらし」を結びつけて考

えられるように、「何のための工夫か」「なぜその産業を

進めてきたのか」という視点を示して比較する。 

「ムラサキ」（紫根染）への興味・関心を高めるために、紫根染のコサ

ージュ（実物）とそれに込めた平舘高校の生徒たちの思いを導入で提示

し、社会科の既習事項や経験をもとに予想させ、学習計画を立てる。 

自分が伝えたいと思ったこと（すごいな、残したいな等）をリー

フレットやパワーポイントなどでまとめることで、それを周りの人

（平高生、保護者、地域）に伝えようとする態度を育てる。 

「『ムラサキ』ってとても希少なものと分かった。」「紫

根染は、すごく手間がかかるんだな。」「教えてくれてあ

りがたいな。」「平高生の作ったコサージュって素敵だ

な。」「平高の生徒さん、すごいな。」 

 

平舘高校の生徒たちとの関わりや紫根染の体験を

通して、ムラサキの希少性やムラサキと地域との関連

を知り、地域への誇りを高めたり、高校生の努力に対

する視点をもてるようにする。 



２ 単元の評価規準 

 

３ 単元計画（３１時間） 

教科 知識・技能 思考・判断・表現 主体的な学習に取り組む態度 

総 

合 

的 

な 

学 

習 

の 

時 

間 

①紫根染は、地域に残るムラサキ

とつながる文化であることを

知る。 

②調査活動を目的や対象に応じ

た適切さで実施している。 

③ムラサキについての課題解決

に取り組むことで、地域の文化

に対する理解が深まっている

ことに気付いている。 

①ムラサキへの関わりを通して感じ

た関心をもとに課題をつくってい

る。 

②課題解決に必要な情報を、多様に収

集し、蓄積している。 

③課題解決に向けて、観点に合わせて

情報を整理して考えている。 

④相手や目的に応じて、分かりやすく

表現している。 

①課題解決に向け、自分のよさに気付

き、進んで取り組もうとしている。 

②自分と違う意見や考えのよさを理

解しながら、協働して学び合おうと

している。 

③地域の人々と関わりながらムラサ

キを調べる中で、自分にできること

を見付けようとしている。 

社 

会 

科 

①我が国の国土の地形や気候の

概要を理解しているとともに、

人々は自然環境に適応して生

活していることを理解してい

る。 

②地図帳や地球儀、各種の資料で

調べ、リーフレットにまとめて

いる。 

①地形や気候などに着目して、問いを

見いだし、人々の生活について考え

表現しようとしている。 

②地形や気候の条件と人々の生活や

産業の工夫などを関連づけて、国土

の自然環境の特色と国民生活との

関連を考え、適切に表現している。 

①我が国の国土の自然環境の特色と

国民生活との関連について、予想や

学習計画を立てたり、見通しを立て

たりして、主体的に問題解決しよう

としている。 

②学習したことをもとに、地域の自然

条件と暮らしや産業の関係につい

ても考えようとしている。 

 小単元名 

（時数） 

ねらい・学習活動（時数） 考える活動の

手立て 

知 思 態 

社

会

科 

１ 自然条

件と人々の

くらし 

（１０) 

・暖かい地域や寒い地域、高地や低地のそれぞれの様子に着目

して、各地の自然条件と人々の暮らしや産業との関係につい

て、学習問題を作る。（１） 

ア 考えを引き出す  

 

①  

・気候や地形に特色のある地域の暮らしや産業について、自分

の住んでいる地域と比較し、調べる内容や調べ方を話し合う。

（１） 

ア 考えを引き出す   

 

① 

・沖縄県の気候に着目して、観光や特産品、暮らしの様子を捉

える。（３） 

イ 考えを整理・

分析する 
①

② 

  

・長野県野辺山原の気候に着目し、農業や特産品、暮らしの様

子を捉える。（３） 

イ 考えを整理・

分析する 
①

② 

  

・調べて分かったことをリーフレットにまとめる。（２） ウ 考えをまとめる  ② ② 

総

合

的

な

学

習

の

時

間 

２ ムラサ

キ（紫根染）

と 出 合 う

（２） 

・平舘高校の生徒が手作りする紫根染のコサージュから、ム 

ラサキ（紫根染）について関心を高め、単元の学習課題を 

つくる。（１） 

ア 考えを引き出す 

エ 考えをつなげる 
①   ① 

・学習課題について予想し、各自の学習課題を立てる。 

 この時点でのピラミッドシートを作成する。（１） 

ア 考えを引き出す

ウ 考えをまとめる 
 ①  

３ ムラサ

キ（紫根染）

について調

べる 

（１２） 

・ムラサキを知るための具体的な計画を立てる。 

・ムラサキについて調べたり、インタビューしたりしながら必

要な情報を集める。 

・平舘高校の方から話を聞く。（８） 

イ 考えを整理・

分析する 
 

②  

 

② 

 

 

・分かったことを整理して、ムラサキのことについて、分かったこと

を整理してどんなことを伝えたいかを考える。（２）（本時２/２） 

ア 考えを引き出す 

ウ 考えをまとめる 
 ③ ② 

・紫根染について学ぶ。 

・紫根染を体験する。（２） 

イ 考えを整理・

分析する 
①  ②   

４ ムラサ

キ（紫根染）

について伝

える 

（７） 

 

・ムラサキについて発信する準備をし、発信する。（６） 

（紫根染めとリーフレットの展示) 

（保護者や地域の方々、平舘高校の生徒さんにリーフレットや

パワーポイントを見てもらう） 

イ 考えを整理・

分析する 
ウ 考えをまとめる 

③ ④  

・単元を振り返り、つけた力を確かめる。（１） ウ 考えをまとめる 

エ 考えをつなげる 
③  ③ 



４ 本時の指導 ２２／３１時間 

（１）本時のねらい  

    ムラサキ草（紫根染）について分かったことを整理し、どんなことを伝えたいか考える。 

（２）展開 

段 

階 
学習活動と子どもの反応 

形 

態 

指導上の留意点と教師の働きかけ 

【考える活動の手立て】 

導

入 

３ 

分 

１ 前時までの活動を振り返り、本時の活動の見

通しをもつ。 

 ○前回までの「ピラミッドチャート」を見なが 

ら、どのような意見が出たか想起する。 

  ・ムラサキ草は絶滅危惧種だから、守ってい

かなければならない。 

  ・平舘高校ではずいぶんと前から卒業生にコ

サージュを贈っている。 

 

２ 本時の課題について確認する。 

 

 

 

 

全 

 

 

・「ピラミッドチャート」を使い、前時までの活

動を振り返り、本時の活動のイメージをもてる

ようにする。 

・調べたことから、自分の伝えたいことに結びつ

けるようにしたい。  

・自分の伝えたいことを思い出しながら、情報収

集したことを振り返り、課題を確認する。 

 

展 

 

 

 

 

 

開 

 

 

37 

分 

３ ５つのグループそれぞれで、グループの伝え

たいことや考えていることを、どうしてそのこ

とを伝えたいのか理由を交えて考える。 

 ○グループを児童の希望をもとに、以下の５つ 

に分け話し合いをする。 

①ムラサキ草の歴史グループ 

②ムラサキ草の育て方、増やし方グループ 

③紫根染めグループ 

④平舘高校の活動グループ 

⑤ムラサキ草がなぜ絶滅危惧種になってい

るのかグループ 

 ○ロイロートの共有を利用し、視覚的に分かる 

ようにしてグループの話し合いをする。 

  

４ グループ毎に調べた内容を発表する。 

 ○根拠を明確にする。 

① 日本一になった理由、校章に入った理由 

② 育つ場所、育て方、発芽率 

③ 染め方とその苦労 

④ 平高生の活動、なぜ染め物として減って

きているか 

⑤ 気候や土地との関係、なぜ貴重なのか 

○他のグループの発表や友達の意見から、伝え 

たい内容がグループの思いと合っているか

確かめる。 

・平舘高校のムラサキを守る活動で、いつか

らどのような活動をしているのか具体的

な年代や内容が話されていて、とてもわか

りやすい説明でした。そんなに苦労してム

ラサキを守ろうとしていて、私もムラサキ

のことを伝え守ろうと思いました。 

・ムラサキの数がとても減って、絶滅危惧種

になっていることを伝えれば、「守りたい」

「残したい」という｢ムラサキに対する思

グ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なぜそのことを伝えたいのか、その根拠をも 

って話し合えるように促す。 

・なぜその内容について伝えたいと思ったのか、

その根拠を一緒に考えられるようにする。 

・それぞれのグループの伝えたいことの理由が、

本当に根拠となっているのか問い直す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各グループの発表から、伝えたい「思い」と発

表の内容に根拠が含まれているか考え、気づい

たことを発表できるようにする。 

ムラサキについて、どんなことを保護者や地

域の人たちに伝えたいか考えよう。 

【手立て イ 考えを整理・分析する】 

・調べた中から、自分たちの思いや課題にあ

った内容を選ぶために、ピラミットチャー

トを使って考えられるようにする。 

 



い｣につながると思います。 

終 

 

末 

 

５

分 

５ 学習課題についてまとめる。 

 ○交流した中で、分かったこと、気づいたこと 

について個人でロイロノートのシートにま

とめる。 

 

６ 本時の学習を振り返る。 

 ○課題に対する本時の振り返りを発表する。 

  ・他のグループの発表を聞いて、伝えたいこ

とは違っても、ムラサキを大事にしたいと

いう気持ちは同じだと思いました。 

個 

 

 

 

 

全 

 

 

 

 

・他のグループの発表で、参考になったところ、

気づいたところ等について発表させたい。 

・今日の交流を通して、気づいたことやこれから

取り組んでいきたいことを振り返られるよう

にする。 

 


